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図３ ｈｓと⊿ｈｗの関係 
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図３は⊿ｈｗと氷の pileup 高さの最大値ｈｓの関係を表した図である。図３を見ると、ｈｓは海氷の大きさには

あまり関係なく、また直線関係にある。これは、Kovacs＆Sodhs らの氷海域での pileup の到達高さの報告を参考に

することで、津波を想定した場合での氷の到達高さを推定する上で非常に重要な関係となるデータである。 

図４～６は⊿ｈｗと⊿ｈｓの関係をそれぞれの海氷サイズ毎に表したグラフである。図中の記号は図２の海氷の 

積み上がりタイプに対応するもので、それぞれのタイプ(Ⅰ～Ⅲ)の変化は⊿ｈｗにはあまり影響がなく、主に⊿ｈs 

に応じて変化する。ⅠとⅡの間には遷移域（図中の線）があると思われ、海氷のサイズが大きくなるほど⊿ｈｓが 

大きくなることから氷群が小さいほうが構造物に乗り上げやすい。この遷移域の⊿ｈｓが海氷の大きさに応じて約 

２～４ｃｍとなることから実規模では約１～２ｍ以下になると道路への乗り上げはないが、それ以上になるとタイ 

プⅡとⅢが発生する。よって、それぞれ想定する⊿ｈｗとその地域の道路の高さによって道路の乗上げ発生有無を 

推定することができる。 

  
                                                     

４．まとめ 

⊿ｈｓと⊿ｈｗ、また、それぞれの場合の氷群の有無についての実験を行ってきたが、パラメータを変えての実

験の余地がある。今回は海氷の厚さや形状を一定として、水平部位置が０ｍの場合の結果である。よって海氷の形

状や道路前面の形状を変化させた実験が今後さらに必要と思われる。 
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図 6 ⊿ｈｗと⊿ｈｓの関係（D＝７ｃｍ） 
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図５ ⊿ｈｗと⊿ｈｓの関係（D＝５ｃｍ） 
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図４ ⊿ｈｗと⊿ｈｓの関係（D＝３ｃｍ） 
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